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本冊子は、 郵政省通信総合研究所鹿島宇宙通信センター発足 25周 年を記念

して平成 2年 3月 3日 に、 鹿島勤労文化会館にて「宇宙にかける夢」と題 して

郵政省通信総合研究所 と鹿島町教育委員会 との共催で開催 された記念講演会の

内容をまとめたものです。
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通信・ 放送分 野以外 に も、 宇宙 か ら撮 った地 球 の雲 の写真 の我国初 めて の受

信、 我国 最初 の実 用衛 星 で あ る電 離層 観 測衛 星「 うめ」 の実 験、 ハ ワイが毎年

日本 へ近 付 いて い るこ とを発見 した VLBI、 宇宙 か ら初 め て地球 上 の降雨 を

測 る 日米 共 同衛 星 計画「 TRMM」 に発 展 した降雨 レー ダー の研究 な ど多 くの

成 果 を上 げて きま した。 最 近整備 され た 34メ ー トル の ア ンテナで は、 日本近

海 の大地 震 の予知、 南極 を含 む世 界 中 との実験、 時刻 を正確 に決 め るため の地

球 回転 の研究、 更 には銀 河 の解 明 に挑 む研究 な ど行 って い ます。

私達 は、 鹿 島 で次 の次 の時代 に必要 な、 更 に は も っ と先 を見 た先 端 的な研究

を、 今後 とも進 めて行 くつ も りで あ ります。

郵政省電波研究所鹿島支所 (現 通信総合研究所関東支所鹿島宇宙通信センタ

ー)が設立 されて 25年 が経ちました時、 何か記念になることをして、 この長
い期間、 準備が始 まってか ら30年 にも渡 って絶えず頂いた地元の方々のご支

援 に報いたいとい う機運が鹿島の所員たちか ら上が りました。 そして、 我国の

将来を担 う次の世代、 鹿島の子供達に宇宙への興味を持 ってもらうきっかけと

な り、 その将来に何かを残すことができればという願いをこめて、 この講演会

と質問教室の構想がまとま りました。

このように、 この催 しは、 その構想か ら、 計画、 各方面へのお願い、 講演や

司会の依頼、 当日のシナ リオや実際の進行、 更に受付、 誘導、 照明などの会場

運営、 そして記念品の準備迄、 一切が鹿島の所員たちによって行われ ました。

当 日は、 予想 を越 え る多数 の子 供達 や ご父 兄 の参加 を得、 鹿 島町、 宇宙 開発

事 業 団、 NHKを は じめ とす る各 方面 の方々 の ご支援 のお陰 で大盛 況 に終 え る

こ とが出来 ました。 所 員達 の気持 ちが地 元 の方 々 に伝 わ り、 彼 らの苦労 が報 い

られ た事 を、 皆 様方 に心 か らお礼 申 し上 げたい と存 じ ます。 そ して、 当 日の プ

ログ ラムの中で、 私 が懸念 してお りました宇 宙 質 問教 室 が、 子供達 の予想 を越

え る活発 な参加 で大 い に盛 り上 が った の には力付 られ ました。 鹿 島 の、 そ して

日本 の将 来 は明 るい と確信 しました。 あ の子供 達 の一 人 で も多 くが宇 宙へ の興

味 を持 ち続 けて くれ る ことを願 ってお ります。
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郵政 省通信 総 合研 究所

鹿島 宇宙通 信 セ ン ター

セ ン ター長  手代 木 扶

平成 2年 3月 3日、 鹿島宇宙通信センターは 25周 年記念行事 として、鹿島

町教育委員会 と共催で「宇宙にかける夢」と題する講演会を開催いたしました。

会場の鹿島勤労文化会館は参加者が 600名 を越す盛況ぶ りで、 当所始 まって

以来 とも言える異例の催 しは大成功を収めました。 この講演会の後、 実行委員

会では講演会の一部始終を記録に残そうとい うことにな り、 関係者 の努力の結

果、 このたびようや く出版 のはこびとな り、 皆様にお届けで きるよ うになった

ものでまことに喜びに堪えません。 この記録集 の中にある付録は鹿島の小中学

生 400人 から寄せ られた宇宙に関す る質問 とそれに対する回答集で、 この部

分は別途教育委員会で多数印刷 し、 各学校に近々配布することになっています。

ここではこの記念行事の計画か ら実行 までの経緯を簡単にまとめ、 ご協力頂

いた方々への御礼に換えることとしたい と思います。

昭和 39年 5月 1日 、 郵政省電波研究所鹿島支所 として発足以来、 鹿島宇宙

通信センターは 4分 の 1世紀にわたるわが国の宇宙通信や宇宙研究の歴史 と共

に歩み、 幾多の輝かしい足跡を残 して きました。 これも偏に諸先輩 の情熱 と努

力や関係機関の ご支援の賜物であ ります。 しか し同時に支所 を構え させてもら

った鹿島町の協力を忘れてはならないであ りましょう。 町に とって、 税金 も払

わぬ国の研究所など歓迎せ ぎる客であったに違いありません。 事実、 当時は一

部に強い反対の声がある中で、 献身的に協力 された方々もいて、 鹿島支所が実

現 したのであ りました。

地域の一員 としてのこのようなある種の負い 目は国の機関 としては致し方な

い ことであ りましたが、 それにしても今 まで冷淡すぎたのではないか、 我々に

で きることで地域に貢献で きることが何かあるのではないか、 鹿島宇宙通信セ

ンター 25周年記念事業 として町へのご恩返 しを考えよう、 これが本講演会の

きっかけでありました。

言 うまでもな く当センターの研究の共通項は宇宙であ ります。 宇宙はこれか

π r~ lV ~
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米国出張後 も子供達か らの沢山の質問に回答 していただきました。 まった く頭

の下がる思いであ りました。 この講演会の後、 4月 末頃、 毛利 さんが 日本人初

のシャ トル搭乗科学者に決定したニュースが報 じられ ました。 心か らその成功

をお祈 りす ると共に、 宇宙で経験 した感動を再び日本の子供 たちに伝えて頂 き

たいと念願 しています。

また忙 しい研究の合間に慣れぬ仕事を一丸 となって成 し遂げた鹿島宇宙通信

セ ンターの諸兄に心か ら敬意を表する次第であ ります。 これか らも当センター

が文化の発信基地 として、 地域の中で一層大 きな存在感を示 し、 鹿島の人々が

町の誇 りに思 うようになって欲 しいと願 ってお ります。

●

ヨ灯尺 衣
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講 演 者 略 歴

☆ 毛 利 i得
:子

昭和 23年、 北海道余市町に生 まれる。 北海道大学理学部化学科を卒業。

オース トラリア州立 フ リンダース大学にて博士号を取得。 北海道大学工学部助

教授を経て昭和 60年、 向井千秋 さん、 土井隆雄 さん とともに日本人 として初

めて宇宙飛行士に選ばれる。 現在、 スペースシャ トルを用いた宇宙空間科学実

験に備え、 宇宙飛行士 として厳 しい訓練を続けている。

趣 味 は、 テニ ス、 モー グル スキ ー、スキ ューバ ダイ ビング、 軽 飛行機 操縦。 本

場 イ ン ドカレー料理 も腕 自慢、 味 自慢 (将 来、 宇宙 食 として採用 され るか も ?)。
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☆ 手 代 木 扶

昭和 16年、東京に生まれる。 少年時代か ら宮城県で育ち東北学工学部通信

工学科を卒業。 同大学 にて博士号を取得 した後、 郵政省電波研究所 (現 在の通

信総合研究所)に 入 り、 人工衛星用アンテナか ら電波によるエネルギー伝送 ま

で幅広い研究をつづけてい る。 鹿島宇宙通信セ ンターヘは 2年前にセンター長

として赴任。

趣味はバ レーボール、 テニス、 スキー、 囲碁 と幅広い。

☆ 青 山 佳 世

愛知県生 まれ。 愛知教育大学卒。 昭和59年 ミス恵那峡。 昭和 61年 より

NHK「 イブニングネ ットワーク」のレポーターとして活躍 している。

趣味は演劇。 最近、 ゴル フを始めたが腕前は……。
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